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第３講：GDPの決定

（第１３章）

失業が存在しているもとでは財市場の均衡は
どのように達成されるか？

乗数とは何か？

総需要管理政策はいかにサポートされるか？



3.2 GDPの決定（計算）（１３－１）

◎総需要は YD ≡ C＋I＋G
☆ケインズ型消費関数（仮定③） について

0C C cY= + 総供給（＝総所得）

限界消費性向
０＜ｃ＜１の定数
所得の限界的増加による
消費の限界的増加量

独立（自律的・基礎）消費
・･･･所得に依存しない

生活に必要

☆投資
で一定と仮定

☆政府支出
で一定と仮定

◎総供給は YS ≡ Y

∴財市場の均衡条件： YS ＝ YD ⇒

0I I=

0 0 0Y C cY I G= + + +

0G G=



3.3 ケインズ型消費関数（グラフ） （１３－１）

例：

Y

C(Y)

0

C=cY+ C0

C0

c=限界消費性向

C／Y=平均消費性向

Y



3.4 GDPの決定（解） （１３－１）

を変形して均衡GDPが求められる

図示：
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Y

消費関数消費関数

0C
0C C cY= +0I c

0 0 0Y C cY I G= + + +

総需要総需要

YD ≡ C＋I＋G

0G

Y*



3.5 均衡への調整メカニズム（安定性） （１３－１）

（例）YD＞YS （Y*＞Y１）のケース

超過需要超過需要

0

Y

0 0 0Y C cY I G= + + +

消費の増加が
生産（＝所得）の
増加を生む

Y’1 Y*Y1



3.6 財政政策（総需要管理）の必要性（１３－４）

①デフレギャップ ：

0

Y
Y* Yf

GNPギャップ：
*YYf −≡

Gの増加

１

c

１ーc

Yを１増加させる
ためにはGを
１/(１ーc) だけ

増加させる

政府支出乗数

完全雇用GNP



3.6 財政政策（総需要管理）の必要性（１３－４）

①デフレギャップ ： Yf達成に必要な需要量

Y
Y* Yf

完全雇用GNP：
非自発的失業が存在
しない時のGNP水準

0

)( fDf YYYGAPD −≡
②インフレギャップ： Yf達成に減少させるべき需要量ffD YYYGAPI −≡ )(

③GNPギャップ：
Yfと実際のY*との差

*YYf −≡



3.6 財政政策（総需要管理）の必要性（１３－４）

①デフレギャップ ：

Y
Y* Yf

完全雇用GNP

GNPギャップ：
*YYf −≡

Gの増加

0



3.6 財政政策（総需要管理）の必要性（１３－４）

①デフレギャップ ：
政府支出乗数

Y
Y* Yf

GNPギャップ：
*YYf −≡

Gの増加

１

c

１ーc

Yを１増加させる
ためにはGを
１/(１ーc) だけ

増加させる

0

完全雇用GNP



3.6 財政政策（総需要管理）の必要性（１３－４）

①デフレギャップ ： Yf達成に必要な需要量

Y
Y* Yf

完全雇用GNP：
非自発的失業が存在
しない時のGNP水準

0

)( fDf YYYGAPD −≡
②インフレギャップ： Yf達成に減少させるべき需要量ffD YYYGAPI −≡ )(

③GNPギャップ：
Yfと実際のY*との差

*YYf −≡
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